施設処遇会議　議事録

と　き：H18.7.10　13:30～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：村田I.O.O・江刺家I.O.O・秋山Ｇ.Ｏ.M・

・長谷部・金澤・佐々木・山口

（欠席者：C.O.O・壬生G.O.M・清水G.O.M・小坂・

小松・小田・山田・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：長谷部

議題

１：岩城敏夫様（青風荘入所者様）の処遇について

２：番沢政勝様（青山荘入所者様）の処遇について

３：大久保恒夫様（青明舎利用者様）の処遇について

１：岩城敏夫様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

1 身の回りの整理が出来ず、部屋が乱雑になっている事がある。

介入方法→・定期的なスタッフの介入により私物整理を行なう。

　・古い物は家族に家へ持っていってもらう。私物が増えないよう調整する。

②　話の逸脱や相手の状況を考えずに一方的に話すなど、コミュニケーション技術に乏しい為トラブルの原因になる。

介入方法→・他者に対して趣味の話題を一方的にしている場合は、それとなく注意し、トラブルへの対応をする。

　　　　　・話題が飛んだりする時には、振り返りながら修正する。

3 時々妄想的発言が聞かれる。

介入方法→・話したい分話す事で満足していることもあり、否定も肯定もせず話を聞く姿勢で対応する。エスカレートする場合は現実的な話に修正する。

4 ペースメーカーを装着している。

介入方法→・毎日バイタルチェックし異常がない事を確認する。日赤HPの定期点検には付き添って不安の解消に努める。

＜評価＞

　現状での生活は特に問題なく、自分の趣味を楽しみながら生活できている。幻聴や妄想的発言もあるが、援助や支援により自己満足することで落ち着いている。家族との関係も適度にあり、今後も趣味を通しての生活の張りや、自分のペースを維持する事で安定した生活が望める。

２：番沢　政勝様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 金銭的な不安が強い（母子共に）ため、納得してもらえるまで説得し生活保護の受給を行なう。

　介入方法→・年金生活で、金銭的な不安が強く、それにより言い争いになる事もある。家族・本人に退所に向けた援助として、生活保護の必要性を分かりやすく説明し、了承を得る。金銭的な不安の軽減を図る。

　②母とは一定の距離を持って関われるよう、職員も間に入りながら調整する。母の不安は、本人だけでなく職員が介入して聞く。

介入方法→・母との関わりについては、感情的になる母に左右されやすく、病状の悪化にも繋がることもあり、一定の距離が必要。

　　　　　・母親に依存する本人に、なるべく自分で取り組めるよう、方法や手段について説明し、必要であれば職員が一緒に繰り返し実践する。

· 母親の必要以上の介入には職員も同席して、お互いの訴えを緩和する役割を取る。母親の精神的負担も傾聴する事で軽減する。

③自炊練習や金銭管理等、退所後に必要な生活技術の実践。

介入方法→・枠を決めたなかでの取り組みは、比較的スムーズに対応。本人のレベルに合わせた、ある一定の枠を決めて繰り返し取り組む。

· 自炊は土日の昼食時に、スタッフの方から指定した基礎的なメニューを一緒に作り食べる方法で来月より取り組むことにしている。

· 金銭管理については、おおよその収支別の目途を立て、予算内での遣り繰りを確立。

＜評価＞

母親との関係が病状的にも左右されやすく、相互の援助が必要。特に生活保護受給については母親以外、姉様・義兄にも具体的な説明が必要。母親は構音障害があり、本人と疎通不良の原因になっているため、職員が介入することにより母親の主訴を傾聴して問題解決を図る。本人・母親・姉様家族への支援体制を統一し、本人の相談窓口を広げる。

３：大久保　恒夫様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

1 体調管理について。

介入方法→・喫煙量が多いことから体調不良があり、喫煙量の減少について働きかける。

・耳鳴りの状態を把握する。

　②　金銭管理について。

介入方法→・生活費の使途状況の振り返りを行なう。

　　　　　・金銭の使途について声掛けを行なう。

＜評価＞

　本人は自分の情報についてオブラートに包んだように話をするため、しっかりとした情報を把握しておく必要がある。作業所には朝のミーティングだけ参加しているため、時間的な余裕もある。自分の思い通りに行動する、まわりを巻き込むような行動をすることもある。また、相手により対応が違うため、統一した態度で接する、施設間での情報共有が必要となる。
